
就学事務システム（就学援助）　仕様書改定箇所⼀覧（第3.0版⇒第3.1版）

1
14_⽀給通知書(保護者向け)の「項⽬」に「⼩計」を追加する。
－内容
世帯出⼒を想定して児童⽣徒ごとの⽀給額を総じた⾦額とする。

要件の考え⽅に関する補⾜
のため ⾃治体意⾒ ● 諸元表

2

住登外者宛名番号に関する横並び調整⽅針に基づき、以下の機能を新規追加する。

①機能ID 0180269（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
－機能要件
住登外者宛名番号の付番・管理に関して
・住登外者宛名番号管理機能（「地⽅公共団体情報システム共通機能標準仕様書」に規定する住登外者宛名番
号管理機能をいう。）に対して対象者を照会し、照会結果を表⽰できること。

②機能ID 0180270（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
－機能要件
住登外者宛名番号の付番・管理に関して
・住登外者宛名番号の付番に際し、住登外者宛名番号管理機能より受領した照会結果に対象者が含まれる場合
は、該当する住登外者宛名番号を当該対象者の宛名番号として管理し、その選択結果を住登外者宛名番号管理
機能に対して連携できること。照会結果に対象者が含まれていない場合は、住登外者宛名番号管理機能に対して住
登外者宛名番号の付番依頼ができること。

③機能ID 0180271（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
－機能要件
住登外者宛名番号の付番・管理に関して
・登録、更新した住登外者の宛名情報を住登外者宛名番号管理機能に対して連携できること。

横並び調整⽅針への対応の
ため デジタル庁 ● 機能要件

3

 機能要件ID 0180251の補⾜事項として、以下を追加する。

 【要件の考え⽅・理由】
 5.2.1.「異動者管理」の対象となる異動を抽出するために必要となる機能である。
 また、異動により認定結果が変更となる対象者を⼀覧として把握する機能については、政令市等、処理件数の多い⼈
 ⼝規模の⼤きな⼀部⾃治体にとって有⽤と想定される。
 なお、区間異動は指定都市における利⽤を想定している。

 要件の考え⽅に関する補⾜
 のため  その他  ●  機能要件

4

機能ID 0180251を、以下のとおり分割する。

①機能ID 0180267（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
－機能要件
指定期間における以下の異動を抽出できること。
市外転出、市内転居、認定（申請）世帯への⼀部転⼊、同世帯合併、同世帯分離、死亡、職権消除等の減異
動、住定⽇異動、住所、⽅書異動、⽒名変更、児童扶養⼿当資格異動（得喪）、⽣活保護資格異動（開
廃）、学籍情報異動、年齢到達、所得更正、保護者変更　等

②機能ID 0180268（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓-）
－機能要件
指定期間における以下の異動を抽出できること。
区間異動

指定都市要件の区別のため その他 ● 機能要件

5
機能ID 0180260の「機能要件」について、表記ゆれがあったため訂正する。

・ マイナポータル（申請管理システム ）に、申請情報を照会する。
表記ゆれ修正のため その他 ● 機能要件

6

機能ID 0180123の「要件の考え⽅・理由」における「学校給⾷費の総額」に関する説明について、⽂部科学省の統
計様式における⽂⾔に併せて補記する。

4.2.5.「⽀給額算定」の前提として必要となる機能である。
また、学校給⾷費の総額は、「援助対象となった者の、学校給⾷費」の総額であり、統計帳票の出⼒に必要な管理項
⽬である。なお、就学援助認定前の学校給⾷費は含まないこととする。

要件の考え⽅に関する補⾜
のため その他 ● 機能要件
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7

以下の機能要件の「⼩項⽬」の記載について、誤記があったため訂正する。

機能ID 0180237　新）「3.1.2.保留通知書」  ← 旧）「3.1.1.認定通知書」
機能ID 0180238　新）「3.1.3.否認定通知書」  ← 旧）「3.1.1.認定通知書」
機能ID 0180239　新）「3.1.4.認定取消通知書」  ← 旧）「3.1.1.認定通知書」

誤記修正のため ⾃治体意⾒ ● 機能要件

8

機能ID 0180003の「機能要件」の記載について、誤記があったため訂正する。

新）「地⽅公共団体の基幹業務システムの共通機能に関する標準仕様書」

旧）「⾃治体の基幹業務システムの共通機能に関する標準仕様書」

誤記修正のため その他 ● 機能要件

9

機能 ID0180260、0180262の「要件の考え⽅・理由」の記載について、誤記があったため訂正する。

新）「地⽅公共団体基幹業務システム_機能別連携仕様（就学事務（就学援助））」

旧）「地⽅⾃治体基幹システム 機能別連携仕様（就学（就学援助））」

誤記修正のため その他 ● 機能要件

10

機能ID 0180138の「機能要件」について、表記ゆれがあったため訂正する。
新）⾦融機関マスタデータ（⾦融機関コード・名称・名称フリガナ・⽀店番号・⽀店名・⽀店名フリガナ）を管理（参
照・登録・修正・削除）できること。

旧）⾦融機関マスタデータ（⾦融機関コード・名称・名称フリガナ・⽀店番号・⽀店名・⽀店名フリガナ）を登録・修
正・削除・参照できること。

表記ゆれ修正のため その他 ● 機能要件

11

機能ID 0180142の「機能要件」について、表記ゆれがあったため訂正する。

新）全国銀⾏協会フォーマット等に準拠して振込⽤データを作成できること。

旧）全銀協フォーマット等に準拠して振込⽤データを作成できること。

表記ゆれ修正のため その他 ● 機能要件

12
機能ID 0180262の「中項⽬」について、記載漏れがあったため訂正する。

7.10. 他基幹業務システムとの連携
記載漏れ修正のため その他 ● 機能要件

13

機能ID 0180222の「要件の考え⽅・理由」について、誤記があったため補記する。

デジタル庁の横並び調整⽅針を受けて、業務の根拠法令や各地⽅公共団体が定める情報保護に関する規定等で定
められた保存期間が経過した情報の削除について、実装必須機能として 以下のとおり規定した。

誤記修正のため その他 ● 機能要件

14

機能ID 0180088の「実装区分」について、誤記があったため修正する。

新）実装必須機能
旧）標準オプション機能

誤記修正のため ⾃治体意⾒ ● 機能要件

15

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
以下の機能を新規追加する。

①機能ID 0180265（指定都市︓標準オプション機能、その他市区町村︓標準オプション機能）
－機能要件
「認定通知書（圧着はがき）」を出⼒できること。

②機能ID 0180266（指定都市︓標準オプション機能、その他市区町村︓標準オプション機能）
－機能要件
「否認定通知書（圧着はがき）」を出⼒できること。

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 機能要件
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16

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
以下の帳票を新規追加する。

①帳票ID　0180042（指定都市︓標準オプション機能、その他市区町村︓標準オプション機能）
－帳票名称
「就学援助費認定通知書（圧着はがき）」
※実装区分、機能ID（新）を除く帳票概要、備考等の項⽬は帳票ID: 0180006と同じとする。

②帳票ID　0180043（指定都市︓標準オプション機能、その他市区町村︓標準オプション機能）
－帳票名称
「就学援助費否認定通知書（圧着はがき）」
※実装区分、機能ID（新）を除く帳票概要、備考等の項⽬は帳票ID: 0180007と同じとする。

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 帳票要件

17

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
帳票ID 0180006の「備考」を修正する。

・個⼈単位または世帯単位（学校別）で出⼒可能
・学校⻑向けの⼀覧も出⼒可能
※帳票No.21「就学援助費児童⽣徒総括表（認定者データ⼀覧）」または帳票No.3「就学援助認定結果⼀覧」
を⽤いて対応する想定
・新⼊学児童⽣徒学⽤品費の認定通知書も出⼒可能
・変更通知としても出⼒可能
・漢字表記とひらがな表記の2種類から選択可

 【以下は標準オプション要件】
 ・圧着はがき版での出⼒も可能

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 帳票要件

18

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
帳票ID 0180007の「備考」を修正する。

・個⼈単位または世帯単位（学校別）で出⼒可能
・学校⻑向けの⼀覧も出⼒可能
※帳票No.21「就学援助費児童⽣徒総括表（認定者データ⼀覧）」または帳票No.3「就学援助認定結果⼀覧」
を⽤いて対応する想定
・新⼊学児童⽣徒学⽤品費の否認定通知書も出⼒可能
・漢字表記とひらがな表記の2種類から選択可

 【以下は標準オプション要件】
 ・圧着はがき版での出⼒も可能

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 帳票要件

19

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
帳票印字項⽬に以下を新規追加する。

①42_就学援助費認定通知書（圧着はがき）
※表⽰項⽬は「06_就学援助費認定通知書」と同じとする。

②43_就学援助費否認定通知書 （圧着はがき）
※表⽰項⽬は「07_就学援助費否認定通知書」と同じとする。

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 帳票印字項⽬

20

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
諸元表に以下を新規追加する。

①42_就学援助費認定通知書（圧着はがき）
※「1.項⽬・記載内容」及び「2.構成」は「06_認定通知書」における圧着ハガキ版の記載部分と同じとする。
※なお、「06_認定通知書」における圧着ハガキ版の記載部分は削除する。

②43_就学援助費否認定通知書 （圧着はがき）
※「1.項⽬・記載内容」及び「2.構成」は「07_否認定通知書」における圧着ハガキ版の記載部分と同じとする。
※なお、「07_否認定通知書」における圧着ハガキ版の記載部分は削除する。

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● 諸元表

21

認定通知書と認定通知書（圧着はがき）の実装区分が混在しており、別の機能及び帳票として整理すべきことから、
レイアウト様式に以下を新規追加する。

①42_就学援助費認定通知書（圧着はがき）
※3.0版で⽰されている「06_認定通知書」の圧着ハガキ版のレイアウト様式と同じ。

②43_就学援助費否認定通知書 （圧着はがき）
※3.0版で⽰されている「07_否認定通知書」の圧着ハガキ版のレイアウト様式と同じ。

仕様書内の整合性のため デジタル庁 ● レイアウト様式
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22

機能ID0180202の「要件の考え⽅・理由」について、誤記があったため補記する。

 7.7.2.「個⼈番号連携」にて、団体内統合宛名番号を⽤いた各種情報を連携するために必要となる。
番号法において就学援助事務は独⾃利⽤事務と定められているため、関連条例が整備されている市区町村でのみ、
7.7.「個⼈番号管理」の機能を利⽤することができる点に留意が必要である。

誤記修正のため ⾃治体意⾒ ● 機能要件

23

機能ID0180061の「要件の考え⽅・理由」について、誤記があったため補記する。

 7.7.2.「個⼈番号連携」にて、他⾃治体との個⼈住⺠税課税情報の連携が可能であるが、就学援助事務（独⾃利
⽤事務）での個⼈番号連携には各⾃治体での条例整備が必要であり、個⼈番号連携ができない⾃治体も存在する
ため、当該機能も実装する必要がある。

誤記修正のため その他 ● 機能要件

24

住登外者宛名番号に関する横並び調整⽅針に基づき、以下の新規機能の「要件の考え⽅・理由」に補記する。

①機能ID 0180269（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
住登外者宛名番号管理機能のうち付番機能を就学援助システムに個別に実装する場合、以下のとおりとする。
・就学援助システムと住登外者宛名番号管理機能のうち付番機能との間の連携については提供事業者の責任におい
て対応することとし、必ずしもデータ連携機能の要件に定めるとおり、データ連携機能を実装する必要はない。
・宛名番号を⽤いて住登外者に関する情報を他の基幹業務システムと連携することが想定されることから、就学援助シ
ステムと他の基幹業務システム間において、別⼈に同⼀の住登外者宛名番号を付番しないことを原則とするが、⾃治
体の判断等にて住登外者に関する情報を他の基幹業務システムと連携しない運⽤を⾏う場合は、⾃治体の責任に
よって、基幹業務システムごとに住登外者に宛名番号を付番することを許容する。

②機能ID 0180270（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
同上

③機能ID 0180271（指定都市︓実装必須、その他市区町村︓実装必須）
同上

横並び調整⽅針への対応の
ため デジタル庁 ● 機能要件

25
機能ID0180001の「備考」に補記する。

住登外者宛名番号管理機能との詳細な連携内容は「7.10.2.他基幹業務システムとの連携」に記載している。

要件の考え⽅に関する補⾜
のため ⾃治体意⾒ ● 機能要件


